
研修名 講師等
実施時期 （敬称略）

①講義
「社会福祉従事者の基本
理念と役割」

2.00 特別養護老人ﾎｰﾑ
紅梅荘
       荘長　結城和雄

②ﾘﾚｰﾄｰｸ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議
「社会福祉従事者として
目指すもの」

2.30 中堅職員５名　※１

③講義・演習
「対人援助を学ぶ」

5.00 仙台白百合女子大学
       講師　吉田輝美

①講義
「社会福祉従事者の基本
理念と役割」

2.00 特別養護老人ﾎｰﾑ
紅梅荘
       荘長　結城和雄

②ﾘﾚｰﾄｰｸ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議
「社会福祉従事者として
目指すもの」

2.30 中堅職員５名　※１

③講義・演習
「対人援助を学ぶ」

5.00 仙台白百合女子大学
       講師　吉田輝美

①講義
「児童福祉施設従事者の
役割」

2.00 山形学園
       園長　片桐弥生

②グループ討議
「社会福祉従事者として
目指すもの」

2.30 同上

③講義
「子どもの発達とプロと
しての関わり」

2.30 元山形大学教授
　　         高橋芳子

④講義・実技
「心ほぐしの体あそび」

2.30 東北生活文化大学
　     講師　奥山優佳

①講義
「社会福祉従事者の
役割」

2.00 障がい者支援施設
向陽園
       施設長　井上博

②グループ討議
「社会福祉従事者として
目指すもの」

2.30 中堅職員等６名※２

③講義・演習
「人間関係とコミュニ
ケーション」

5.00 東北ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究所
       所長　高橋利夫

 (※１）リレートーク・グループ討議
　　　（特養）寿康園　渡部幸雄/（特養）やまのべ荘　武田吉美/（特養）そよ風の森　梅津一郎/（特養）六日町あいあい医務室　小平淳二
　　　（特養）さいわい荘　佐藤美奈子/（特養）みすぎ荘　阿部清彦/（特養）成嶋園　太田　薫

（※２）グループ討議
　　　 山形県リハビリセンター　鏡友由/障がい者支援施設いきいきの郷　朝妻智代子/山形コロニー就労サポートセンター　渡辺博樹
       障がい者支援施設向陽園　志賀貴美枝/鶴岡市社会福祉協議会ゆうあいプラザかたぐるま　阿部哲也
       山形県立総合コロニー希望が丘こだま寮　菅原ひろみ

60

60

高齢者福祉種別
新任職員研修２

平成22年
5月24日(月)～
　 25日(火)

職業倫理や福祉施
設従事者の役割、
コミュニケーショ
ンに関する講義演
習を行う事により
利用者へのサービ
スの向上を図る。

職業倫理や福祉施
設従事者の役割、
コミュニケーショ
ンに関する講義演
習を行う事により
利用者へのサービ
スの向上を図る。

・高齢者福祉種別
施設において勤務
年数が2年未満の
者
・現任のホームヘ
ルパーで経験年数
が2年未満の者
・県・市町村社会
福祉相談機関の新
任職員

120

保育所・児童福祉
関係種別
新任職員研修

平成22年
5月18日(火)～
 　19日(水)

研修の目的 対象者
日
数

福祉現場でもとめ
られるている専門
職としての着眼点
や普遍的な理念や
職業観を確認す
る。
障がい者理解のた
めの知識の習得、
対処の仕方、関わ
り方について学
ぶ。

2

時間数研　修　科　目

120

定
員

平成２２年度研修実施内容

高齢者福祉種別
新任職員研修１

平成22年
5月10日(月)～
   11日(火）

社会人としての基
本的なルールとマ
ナーを身につけ、
児童福祉従事者と
しての責任と役割
を理解する。

子どもや保護者、
職場の組織などに
ついて理解し、保
育力の向上を図
る。

障がい児・者福祉
関係種別
新任職員研修

平成22年
5月27日(木)～
   28日(金)

2

・障がい児・者福
祉関係種別事業所
において勤務年数
が2年未満の者
・県・市町村社会
福祉相談機関の新
任職員
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・高齢者福祉種別
施設において勤務
年数が2年未満の
者
・現任のホームヘ
ルパーで経験年数
が2年未満の者
・県・市町村社会
福祉相談機関の新
任職員

2

2・保育所において
勤務年数が２年未
満の者
・児童福祉関係種
別施設において勤
務年数が２年未満
の者
・県・市町村社会
福祉相談機関の新
任職員



研修名 講師等
実施時期 （敬称略）

研修の目的 対象者
日
数

時間数研　修　科　目
定
員

区分

①講義
「組織・職場内の人間関
係の在り方」

4.30 奥山経営センター
代表取締役社長
　　　　　   奥山　享

②講義・演習
「コンプライアンスルー
ル策定のポイント」

5.00

①講義
「山形県の高齢者の現状
と課題」

1.30 山形県健康福祉部
長寿社会課
     課長補佐　 鈴木雅
人

②講義
「利用者の尊厳を支える
介護～介護過程の展開と
介護活動に必要な科学的
根拠について～」

3.00 東北文教大学短期大学
部
       講師　橋本美香

高齢者介護関係
職員研修２

平成22年
6月14日(月)

認知症及び生理学
について基礎的な
知識を学ぶことに
より、利用者サー
ビスの向上を図
る。

・高齢者介護関係
事業所における介
護業務担当職員

1 100 ①講義･演習
「生理学から学ぶ認知
症」

4.30 聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学 教授
日本ﾋｭｰﾏﾝﾍﾙｽｹｱ研究所
       所長　中村裕子

①講義
「認知症のメカニズムを
理解する」

1.30 日本社会事業大学
       教授　今井幸充

②講義・演習
「認知症へのケアのポイ
ント」

3.00  同上

高齢者介護関係
職員研修４

平成22年
10月12日(火)

利用者のより良い
介護を目指すた
め、生活機能を活
かすことについて
学ぶ。

・高齢者介護関係
事業所における介
護業務担当職員

1 100 ①講義
「利用者に寄り添う排泄
ケア」

②講義・演習
「排尿日誌の書き方と排
泄用具の使い方」

1.30

3.00

コンチネンスジャパン
株式会社
皮膚・排泄ケア
認定看護師   高崎良子

 同上

高齢者介護関係
職員研修５

平成22年
10月25日(月)

摂食・嚥下の仕組
みを理解し、摂
食・嚥下障害への
基本的な対応を学
ぶことを目的とす
る。

・高齢者介護関係
事業所における介
護業務担当職員

1 100 ①講義・実技
「摂食・嚥下障害とは～
対応の基本を確認しよう
～」

4.30 昭和大学歯学部
小児成育歯科学教室
  兼任講師　 綾野理加

昭和大学歯科病院歯科
衛生室
 歯科衛生士　柴田由美

①講義・演習
「相談面接技術」

4.30 仙台白百合女子大学
       講師　吉田輝美

②講義
「新しい障害者総合福祉
法と障害者のエンパワー
メント支援」

2.00 関西地域支援研究機構
       代表　北野誠一

③講義・演習
「それぞれの現場でのエ
ンパワーメント支援と
は」

3.00 同上

・社会福祉施設
（保育所を除く）
において介護・援
助業務のリーダー
的立場にある者等
（平成21・20年度
受講者を除く）
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100

特定非営利活動法人
ふくし＠JMI
     理事表　小湊純一

社会福祉施設
ケアリーダー研修

平成22年
6月17日(木)～
   18日(金)

社会福祉施設にお
いて介護・援助業
務のリーダー的立
場にあるものが人
材育成における指
導者の心構えや、
職場内の人間関係
のあり方、施設に
おける苦情対応、
およびコンプライ
アンスルールにつ
いて学ぶ。

障がい児・者施設
職員研修

平成22年
７月20日(火)～
    21日(水)

高齢者介護関係
職員研修１

平成22年
11月12日(金)

100

高齢者介護関係
職員研修３

平成22年
7月7日(水)

100

50・障がい児者福祉
施設、障害者自立
支援法の居宅介護
事業所等に勤務す
る直接処遇職員

1・高齢者介護関係
事業所における介
護業務担当職員、
及び管理・指導的
立場の職員

・高齢者介護関係
事業所における介
護業務担当職員

認知症の病態と予
防、ケアのポイン
トについての専門
性を高め、利用者
サービスの向上を
図る

県内の高齢者福祉
の現状を把握する
とともに、日常生
活を支える介護の
目的を再確認し理
解を深める。

エンパワーメント
支援及びあらゆる
対人援助活動に不
可欠な相談面接技
術について講義及
び演習を通じて学
ぶ。

1



研修名 講師等
実施時期 （敬称略）

研修の目的 対象者
日
数

時間数研　修　科　目
定
員

区分

社会福祉施設
看護師研修

平成22年
11月19日(金)

社会福祉施設にお
ける看護師の役割
について学び、質
の高い介護サービ
スの提供を図る。

・社会福祉施設
（保育所を除く）
に勤務する看護職
および保健担当職
員等

1 80 講義・演習
「社会福祉施設における
看護師の役割」

5.00 介護老人保健施設
鶴舞乃城
  看介護部長
             髙口光子

社会福祉施設栄養
士・調理担当者研
修

平成22年
7月2日(金)

食事の役割につい
て学ぶとともに、
咀嚼と嚥下が困難
な方向けの食事に
ついて学ぶことを
目的とする。

・社会福祉施設
（保育所を除く）
に勤務する栄養士
および調理担当者
等

1 100 ①講義
「食事の役割について」

②演習
「かむ・のみこむが困難
な人向けの食事につい
て」

2.00

2.30

相模女子大学短期大学
部非常勤講師
日本歯科大学付属病院
 臨床講師  （栄養士）
             山田晴子

特別養護老人ホーム
まごころ荘
 管理栄養士
（山形県老人福祉施設
協議会特養部会栄養士
研究会副会長）
             三浦由美

①講義
「幼保小連携スタートプ
ログラム　～『遊び』か
ら『学び』へ共に育む自
主性と思いやり～」

②講義
「気になる子どもの支
援」

2.00

2.30

山形県教育庁義務教育
課
 指導主事  樋渡美千代

FR教育臨床研究所
       所長  花輪敏男

③講義・演習
「保育力の向上を図る
～園内研修のあり方と自
己評価～」

5.00 東洋大学
        教授 清水玲子

3歳未満児
保育研修１

平成22年
10月26日(火)

乳幼児に増加して
いる食物アレル
ギーについての知
識と保育所におけ
る対処方法を学習
する。

・保育所、児童
館、認可外保育施
設職員

1 100 ①講義
「乳幼児期の食物ｱﾚﾙｷﾞｰ
とその対応」

4.00 国立病院機構
相模原病院
   小児科医  今井孝成

3歳未満児
保育研修２

平成22年
11月18日(木)

乳幼児期に体験す
る遊びを通してコ
ミュニケーション
能力や表現力を豊
かにすることの大
切さやそれらが子
どもの成長と発達
にどのように影響
するのかについて
学習し、それらを
支援する保育者の
役割について考え
る。

・保育所、児童
館、認可外保育施
設職員

1 100 ①講義・演習
｢コミュニケーションを豊
かに育む保育｣

4.30 立教女学院短期大学
　　　  　   今井和子

３歳以上児の心身
の発達を考慮し、
幼児期以降の成長
をも視野に入れな
がら、この時期に
ふさわし支援を理
解する。

①講義
「いろんな”心”が見え
ますか？…親と子の幸せ
を祈る助産師からのメッ
セージ…」

2.00 酒田市立八幡病院
助産師・看護師
　　　　　   後藤敬子

自然に親しみなが
ら、知力、体力、
探究心などの土台
を育む保育を考え
る。

②講義・実技
「わくわくどきどき自然
ふれあい遊び」

2.30 ろぜっとわーくす
　　   代表  中山康夫

3歳以上児
保育研修

平成22年
6月25日(金)

保育所主任保育
職員研修

平成22 年
11月8日(月)～
    9日(火)
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・保育所、児童
館、認可外保育施
設職員

2 100・保育所、児童
館、認可外保育施
設職員で主任業務
を行う者

現在の子育てをめ
ぐる状況や課題を
理解し、保育士の
資質向上を図るた
めの研修や評価の
あり方について学
ぶ。
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研修名 講師等
実施時期 （敬称略）

研修の目的 対象者
日
数

時間数研　修　科　目
定
員

区分

障がい児保育等
療育担当者研修

平成22年
6月10日(木)

障がい児を理解
し、個々のニーズ
を捉えた適切な支
援ができるよう学
ぶ。

・保育所、児童
館、認可外保育施
設の障がい児担当
職員

・知的障がい児施
設、同通園施設お
よび児童養護施設
に勤務している職
員

・放課後児童クラ
ブの障がい児担当
職員など

1 100 講義・演習
「発達障がい児の理解と
保育」

4.30 山形大学医学部
看護学科
　     教授　横山浩之

主任ホーム
ヘルパー研修

平成22年
9月16日(木)～
   17日(金)

訪問介護計画書の
役割と、それを具
現化する書き方を
理解すると共に、
ホームヘルパーの
指導について学
ぶ。

・主任ホームヘル
パーまたは主任の
業務を担当してい
る者

・サービス提供責
任者

2 100 ①講義・演習
「訪問介護計画書とヘル
パーの指導」

9.30 介護アドバイザー
　　　　     櫻井和代

ホームヘルパー
研修１

平成22年
7月27日(火)

対人援助技術を学
び、専門職として
の資質の向上を図
る。

・現任のホームヘ
ルパー

1 70 ①講義・演習
「ホームヘルパーの専門
性を高める対人援助技
術」

4.30 仙台白百合女子大学
　     講師　吉田輝美

1 70 ①講義・演習
「認知症のケア」

4.30 東北福祉大学
　   講師　後藤美恵子

ホームヘルパー
研修３

平成22年
11月16日(火)

ヘルパーとしての
介護技術、介護予
防について学ぶこ
とを目的とする。

・現任のホームヘ
ルパー

1 70 ①講義・実技
「ホームヘルパーの介護
技術」

4.30 老人保健施設うらら
事務長 （作業療法士）
             佐藤裕邦

カウンセリング
ゼミナールⅠ
「カウンセリング
の基本を学ぶ」

平成22年
6月22日(火)～
   23日(水)

援助的な役割を果
たす際に身につけ
ておくと良いカウ
ンセリングの基本
的な心構えと知
識・技術を学ぶこ
とを目的とする。

・社会福祉事業従
事者で、相談業務
担当職員または社
会福祉行政機関の
相談担当職員
（平成19年度～平
成21年度において
当研修受講者を除
く）

2 120 ①講義・演習
「カウンセリングの基本
を学ぶ」

9.30 オアシス・カウンセリ
ング・サービス
　     代表　増田泰司

ホームヘルパー
研修２

平成22年
8月24日(火)

専
門
研
修

　
地
　
域
　
福
　
祉
　
活
　
動
　
者
　
研
　
修

保
育
所
職
員
研
修

・現任のホームヘ
ルパー

認知症の病理と症
状、対応について
理解し、介護場面
での問題点などを
考えながら、より
良い介護を探る。



研修名 講師等
実施時期 （敬称略）

研修の目的 対象者
日
数

時間数研　修　科　目
定
員

区分

カウンセリング
ゼミナールⅡ
「勇気づける～課
題分け・伝える
～」

平成22年
9月28日(火)～
   29日(水)

相談援助業務に関
する一定の知識・
技術を持つ社会福
祉従事者を対象と
して、勇気づける
際の留意点・技法
について学ぶこと
を目的とする。

・社会福祉事業従
事者で、相談業務
担当職員または社
会福祉行政機関の
相談担当職員で、
カウンセリングゼ
ミナールⅠ程度の
知識・技術を習得
している方
（注）カウンセリ
ングゼミナールⅠ
受講が必須ではあ
りません。基本的
知識・技術を有し
ている方を対象と
します。

2 120 ①講義・演習
「勇気づける～課題分
け・伝える～」

9.30 オアシス・カウンセリ
ング・サービス
　     代表　増田泰司

リハビリテーショ
ン研修１
「個別リハビリ
テーション～動作
の成り立ちと介助
のポイント～」

平成22年
6月1日(火）

「寝返り」「起き
上がり」「座位保
持」「立ち上が
り」の動作の成り
立ちと介助のポイ
ントについて学ぶ
ことを目的とす
る。

・高齢者福祉施
設、身体障がい者
関係施設、知的障
がい者関係施設に
おいてリハビリ
テーション関連業
務に従事する者等

1 120 ①講義・実技
「動作の成り立ちと介助
のポイント」

4.00 新潟保健医療専門学校
     副校長  有馬慶美

実技指導
新潟保健医療専門学校
   専任教員　我妻浩二
 
理学療法士
(寒河江やすらぎの里)
             江口真紀

リハビリテーショ
ン研修２
「遊びリテーショ
ンを学ぶ～みんな
でできる遊びリ
テーション～」

平成22年
10月5日(火）

身体機能・特徴が
様々である利用者
がグループでも取
り組め、人と人と
の関係づくりに効
果的な遊びリテー
ションについて実
技を交えながら学
ぶことを目的とす
る。

・高齢者福祉施
設、身体障がい者
関係施設、知的障
がい者関係施設に
おいてリハビリ
テーション関連業
務に従事する者等

1 120 ①講義・実技
「遊びリテーションを学
ぶ～みんなでできる遊び
リテーション～」

5.00 生活とリハビリ研究所
     研究員　下山名月

スーパーバイザー
養成研修
前期
平成22年
7月29日(木)～
   30日(金)

（前期２日間）
①講義・演習
「社会福祉施設に活かす
スーパービジョン」

9.30 ＦＫ研究グループ
     代表　萬歳芙美子

文教町クリニック
カウンセラー
　　　     荻野ひろみ

後期
平成22年
9月1日(水)～
   2日(木)

（後期２日間）
①講義・演習
「社会福祉施設に活かす
スーパービジョン」

ルーテル学院大学
大学院
   研究科長　福山和女

施設の中間管理職
的立場にある職員
が、スーパービ
ジョンの理論を理
解するとともに管
理監督者としての
あり方や部下指導
の技術、リーダー
シップのあり方等
について学ぶこと
により、機能的な
職場づくりを推進
し、施設利用者へ
のサービス向上を
図ることを目的と
する。

専
　
　
　
　
　
　
　
　
門
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・社会福祉施設の
主任相談員、主任
介護員等、施設利
用者サービスにお
いて職員に対し管
理監督的立場にあ
る者等。
（平成20・21年度
受講者除く）

604



研修名 講師等
実施時期 （敬称略）

研修の目的 対象者
日
数

時間数研　修　科　目
定
員

区分

職場研修
指導者研修

平成22年
前期
7月14日(水)
後期
8月27日(金)

各施設・事業所に
おいて｢職場研修｣
を企画・運営する
職員が職場研修の
実施体制や職場研
修の企画・運営に
関する知識・技術
を習得し、研修の
効果的な推進方法
について学ぶ。

・社会福祉施設職
場内研修指導者の
み
（児童関係職員を
除く、1施設1名、

平成21年度の受講
者除く）

2 60 ①講義・演習
「職場内研修体制の整備
と研修の効果的な推進方
法」

9.30 東海大学
   専任講師  阿部正昭

社会福祉専門講座
１

平成22年
8月31日(火)

記録の意義と目的
について理解する
とともに、適切な
記し方について学
ぶ。

・高齢者福祉施設
（通所系を除
く）、障がい者福
祉施設、児童施設
職員等
（保育所を除く）
（1施設1名、平成
20・21年度未受講
施設を優先す
る。）

1 60 ①講義・演習
「社会福祉施設における
記録について～記録が変
われば職場が変わる～」

5.00 日本女子大学
       教授　久田則夫

社会福祉専門講座
２

平成22年
8月3日(火)

社会福祉事業を行
う責任者が、社会
福祉施設運営のあ
り方について学ぶ
とともに、トップ
の責任と役割につ
いて確認する。

・高齢者福祉施
設、身体障がい者
更生援護施設、知
的障がい者援護施
設、児童施設職員
等（保育所を除
く）
（1施設1名、平成
20年度の受講者除
く）

1 80 ①講義
「社会福祉施設運営管理
について～介護事故裁判
例を素材に～」

4.30 東北福祉大学
     准教授　菅原好秀

社会福祉専門講座
３

平成22年
10月15日(金)

子どもの心身の発
達と言葉の発達の
相互関係を理解
し、言葉を育てる
ための子どもたち
への支援方法につ
いて学ぶ。

・保育関係職員
など

1 110 ①講義・演習
「ことばに遅れがある子
どもに大人ができるこ
と」

4.30 子どもの発達支援を考
えるＳＴの会
代表（言語聴覚士）
             中川信子

社会福祉専門講座
４

平成22年
10月19日(火)

社会福祉施設にお
ける働きやすい職
場環境作りやメン
タルヘルスを保つ
ための支援・介入
方法、復職者への
支援方法ついて学
ぶ。

・県内社会福祉施
設の管理者等

1 80 ①講義・演習
「社会福祉施設における
メンタルヘルスについ
て」

4.30 東京学芸大学
特任准教授
（臨床心理士）
               菊住彰

社会福祉専門講座
５

平成22年
11月26日(金)

職場で抱えるスト
レスについてどう
対応していけばよ
いのか、ストレス
の対処方法につい
て学習する。

・県内社会福祉従
事者等

1 120 ①講義・演習
「社会福祉従事者のメン
タルヘルスについて」

4.30 東京学芸大学
特任准教授
（臨床心理士）
               菊住彰
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